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 ３月定例会日程（予定）

 

２月25日 ㈪ 本会議
３月５日 ㈫ 本会議（一般質問）
３月６日 ㈬ 本会議予備日
３月11日 ㈪ 予算特別委員会
３月12日 ㈫ 予算特別委員会
３月13日 ㈬ 福祉教育常任委員会
３月14日 ㈭ 建設常任委員会
３月15日 ㈮ 総務常任委員会

３月18日 ㈪ 鉄道連続立体交差事業
等検討特別委員会

３月22日 ㈮ 本会議

○時間 ：午前１０時～
○場所 ：市役所東庁舎４階
●委員会の傍聴を希望される方は、会議開始30

分前から15分前までの間に傍聴受付をお済ま
せください。

　委員会の傍聴定員は先着５名で、途中入場、途
中退場することができません。

●日程等は、変更される場合があります。
　傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へお

問い合わせください。

西春日井二市一町合同消防出初式
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今
定
例
会
は
、
土
地
取
得
特

別
会
計
予
算
案
１
件
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
２
件
、
条
例
案
５
件
を
含
む

14
議
案
を
上
程
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
案
２
件
に
つ

い
て
は
、
本
会
議
初
日
に
可
決

（
適
任
）
し
、
そ
の
他
の
議
案

は
、
12
月
11
日
開
催
の
本
会
議

に
お
い
て
、
所
管
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
審
査
を
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
付
託
議
案
を
慎
重
に
審
査

し
、
12
月
21
日
開
催
の
本
会
議

に
お
い
て
所
管
委
員
会
に
お
け

る
審
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
議

員
提
案
に
よ
る
条
例
案
２
件
が

上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
24
年
度
土
地
取
得

特
別
会
計
予
算

　

平
成
24
年
度
北
名
古
屋
市
の

土
地
取
得
特
別
会
計
の
予
算

は
、
将
来
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
用
地
を
確
保
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
，

２
１
０
万
円
と
定
め
た
。

▽
北
名
古
屋
市
土
地
取
得
特
別

会
計
条
例
の
制
定

　

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
の

円
滑
な
運
営
と
そ
の
会
計
を
一

般
会
計
と
区
分
す
る
こ
と
に
よ

り
経
理
の
適
正
化
を
図
っ
た
。

▽
北
名
古
屋
市
証
人
等
の
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、
議
会
本
会

議
に
お
い
て
公
聴
会
の
開
催
及

び
参
考
人
の
招
致
が
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
公

聴
会
参
加
者
等
に
対
す
る
実
費

弁
償
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
が

改
正
さ
れ
た
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
め
た
。

第四回定例会は12月３日から21日までの19日間
を会期として開催した

平成24年度
一般会計補正予算など16議案を可決

予
　
算

第
四
回
定
例
会

第
四
回
定
例
会

第
四
回
定
例
会

補
正
予
算

会計名（平成24年度） 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 5億5,815万円増 249億6,498万8,000円

公共下水道事業特別会計 1億6,252万8,000円減 21億6,412万1,000円

条
　
例

西給食センター 東給食センター
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▽
北
名
古
屋
市
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に
関
す

る
規
定
を
設
け
、
よ
り
明
確
な

根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
徴

収
の
公
平
化
及
び
適
正
化
を
図

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

め
た
。

▽
北
名
古
屋
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
及
び

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

更
新
制
度
を
見
直
し
、
適
正
化

を
図
る
と
と
も
に
、
下
水
道
使

用
料
の
督
促
及
び
滞
納
処
分
に

関
す
る
規
定
を
設
け
、
徴
収
の

公
平
化
及
び
適
正
化
を
図
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
め
た
。

▽
北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
を

指
定
管
理
者
か
ら
市
の
管
理
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条

例
の
一
部
を
改
め
た
。

▽
尾
張
土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更

　

豊
山
町
、
大
口
町
及
び
扶
桑

町
が
尾
張
土
地
開
発
公
社
を
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
設
立
団

体
、
役
員
の
数
及
び
基
本
財
産

の
額
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、

本
定
款
の
一
部
を
改
め
た
。

▽
指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
３
公
共
施
設
の
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

の
指
定
を
行
っ
た
も
の
で
、
指

定
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
。

▽
人
権
擁
護
委
員

（
敬
称
略
）

　

石　

黒　

紀　

子 

北
名
古
屋
市
沖
村　

　

長
谷
川　

裕
美
子

北
名
古
屋
市
九
之
坪

推
　
薦

21
日（
金
）

20
日（
木
）

19
日（
水
）

18
日（
火
）

17
日（
月
）

15
日（
土
）

～
16
日（
日
）

14
日（
金
）

13
日（
木
）

12
日（
水
）

11
日（
火
）

10
日（
月
）

４
日（
火
）

～
９
日（
日
）

12
月　
　

３
日（
月
）

第
四
回
定
例
会
審
議
日
程

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討

論
、
採
決
、
追
加
議

案
の
上
程
、
追
加
議

案
の
質
疑
・
討
論
・

採
決
、
閉
会

議
会
運
営
委
員
会

議
案
精
読

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

議
案
精
読

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事

業
等
検
討
特
別
委
員
会

協
議
会

予
算
特
別
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
質
疑
、

議
案
の
委
員
会
付
託
、

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

開
会
、
会
議
録
署
名

議
員
の
指
名
、
会
期

の
決
定
、
諸
般
の
報

告
、
議
案
の
上
程
、

提
案
説
明
、
一
部
議

案
の
質
疑
・
討
論
・

採
決
、
特
別
委
員
会

の
設
置

一
　
般

施設名 指定管理者

陽だまりハウス ＮＰＯ法人
次世代健全育成サポートあひるっこ

六ツ師児童館 ＮＰＯ法人
次世代健全育成サポートあひるっこ

井瀬木児童館
ＮＰＯ法人
ゆめ・ひと・みらいづくりサポーターズ
ひまわり

健康ドーム
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　議会が自ら行財政改革の範を示し、市の行財政改革の促進と効率的な議会運営を図
ることを目的として、議員定数の削減を行い、現行の 24人から 21人とするもので、公
布の日以後初めて告示される一般選挙から施行します。

　本市議会議員の定数を削減することに伴い、常任委員会の委員定数を現行の８人か
ら７人に改め、公布の日以後初めて告示される一般選挙から施行します。

北名古屋市議会委員会条例の一部を改正する条例北名古屋市議会委員会条例の一部を改正する条例

北名古屋市議会議員の定数を定める条例北名古屋市議会議員の定数を定める条例

　　第四回定例会　◇上程議案とその審議結果◇
平成24年度北名古屋市土地取得特別会計予算について 原案可決 全員賛成

平成24年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決 全員賛成

平成24年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決 全員賛成

北名古屋市土地取得特別会計条例の制定について 原案可決 全員賛成

北名古屋市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 全員賛成

北名古屋市下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 賛成多数

北名古屋市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決 賛成多数

北名古屋市健康ドームの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 全員賛成

尾張土地開発公社定款の変更について 原案可決 全員賛成

指定管理者の指定について（陽だまりハウス） 原案可決 全員賛成

指定管理者の指定について（六ツ師児童館） 原案可決 全員賛成

指定管理者の指定について（井瀬木児童館） 原案可決 全員賛成

人権擁護委員の候補者の推薦について 原案適任 全員賛成

人権擁護委員の候補者の推薦について 原案適任 全員賛成

北名古屋市議会議員の定数を定める条例の制定について 原案可決 賛成多数

北名古屋市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決 賛成多数
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第1回議会報告会を開催しました
　平成24年10月20日（土）に第1回議会報告会を開催し、総勢125名の方にご参加いただきました。
　当日ご参加の方からご提出いただきましたアンケートは、次のとおりです。

◎主なご意見・ご要望などとしましては・・・
　「議員の顔が見えてよい」、「説明がわかりやすかった」などのご感想、「もう少しかみくだいた
説明がほしい」、「報告会開催の周知方法を検討すべき」などのご意見をいただきました。また、「説
明に際し資料を付けてほしい」との要望を多くの方からいただきました。
　今回のアンケート結果を踏まえ、次回開催時には、よりよい報告会となるよう努めてまいります。

【参加者】 【回答者】 【回答率】

125 103 82.4％

【年代】

無回答 10代 ２0代 ３0代 ４0代 ５0代 ６0代 ７0代 ８0代 ９0代 計

1 0 0 3 3 40 22 30 4 0 103

1.0％ 0.0％ 0.0％ 2.9％ 2.9％ 38.8％ 21.4％ 29.1％ 3.9％ 0.0％ 100.0％

【どなたかと一緒にみえましたか】

無回答 ひとり 友人 家族 その他 計

2 55 30 8 8 103

1.9％ 53.4％ 29.1％ 7.8％ 7.8％ 100.0％

【議会報告会の評価】

無回答 よい わるい どちらでもない 計

6 57 7 33 103

5.8％ 55.4％ 6.8％ 32.0％ 100.0％

【次回開催される報告会に参加したいと思われましたか】

無回答 はい いいえ どちらでもない 計

4 74 3 22 103

3.9％ 71.8％ 2.9％ 21.4％ 100.0％

【性別】

無回答 男 女 計

１ 83 19 103

1.0％ 80.6％ 18.4％ 100.0％

【住所】

無回答 市内 市外 計

12 81 10 103

11.7％ 78.6％ 9.7％ 100.0％
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▼
平
成
24
年
度
北
名
古
屋
市

土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

質
問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

用
地
を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
土
地
が
売
り
に
出
た
か
ら

購
入
す
る
の
か
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
老
朽
化
に
よ
り
、
早
く
建

設
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
か
。

答
弁　

合
併
以
降
、
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
向
け
、
財
源
的
な

問
題
を
含
め
、
調
査
検
討
を
進

め
て
い
る
な
か
で
、
合
併
特
例

債
の
適
用
期
限
が
平
成
27
年
度

と
い
う
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た

こ
と
と
、
用
地
確
保
が
一
番
の

問
題
で
あ
る
と
さ
れ
る
な
か
、

地
権
者
が
手
放
す
情
報
が
あ
っ

た
こ
と
で
購
入
す
る
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

質
問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
あ
た
り
、
食
育
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
、
市
民
の
声
を
聞
き
、

市
民
が
納
得
で
き
る
形
で
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

過
去
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
や
広

域
と
い
っ
た
運
営
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
た
な
か
に
お
い
て
、

食
育
に
つ
い
て
は
基
本
的
事
項

と
し
て
捉
え
て
お
り
、
小
中
学

校
や
保
育
園
の
保
護
者
の
意
見

も
含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

▼
平
成
24
年
度
北
名
古
屋
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

質
問　

今
回
の
補
正
予
算
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
で
借
り
、
基

金
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
借
金
ま
で
し
て
積

み
立
て
る
意
味
は
。

答
弁　

本
市
の
財
政
構
造
は
、

基
金
と
負
債
と
も
に
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
の
大
き
な
事

業
に
備
え
、
基
金
を
増
や
す
と

い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
針
で
あ

る
の
で
、
地
方
交
付
税
制
度
で

決
め
ら
れ
た
発
行
可
能
額
内
で

借
り
て
進
め
て
い
く
。

質
問　

臨
時
財
政
対
策
債
の
償

還
金
は
地
方
交
付
税
で
措
置
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

国
が
措
置
し
て
く
れ
る
保
証
は

な
い
。
リ
ス
ク
を
想
定
し
て
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答
弁　

リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

十
分
考
慮
し
て
進
め
て
い
る
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
活
用
し
な

い
こ
と
で
損
を
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
国
の
政
策
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
を
信
じ

て
進
め
て
い
く
。

質
問　

借
地
の
返
還
要
求
に
基

づ
き
、
防
火
水
槽
の
撤
去
工
事

が
行
わ
れ
る
が
、
防
火
水
槽
の

代
替
水
利
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

消
防
水
利
に
つ
い
て

は
、
国
が
示
し
た
「
消
防
力
の

基
準
」
に
防
火
対
象
物
か
ら
一

つ
の
消
防
水
利
ま
で
の
距
離
が
、

１
４
０
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る

よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
場
合
、
撤
去
後
も
こ
の
基
準

を
満
た
す
も
の
で
あ
る
た
め
、

新
た
な
水
利
を
確
保
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

▼
平
成
24
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

質
問　

公
共
下
水
道
汚
水
整
備

事
業
費
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
庫
補
助
金
で
あ
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
減
額

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
事
業
の

縮
小
を
行
っ
た
の
か
。

答
弁　

今
年
度
の
当
初
予
算
に

計
上
し
た
下
水
道
工
事
は
、
全

て
発
注
済
み
で
あ
り
、
今
年
度

末
に
は
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
公
共
下
水
道
汚
水
整
備
事

業
費
の
減
額
は
、
入
札
に
お
い

て
、
請
負
差
金
が
生
じ
た
た
め

で
あ
る
。

～主な議案質疑の
　　内容を紹介します～審査報告審査報告審査報告

予
算
特
別
委
員
会

予 算 特 別 委 員 会：平成24年度北名古屋市土地取得特別会計予算
　　　　　　　　　：平成24年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　：平成24年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）



7 北名古屋市議会だより
平成25年２月１日（34号）

質
問　

平
成
22
年
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、
下
水
道
の
整
備
期

間
を
財
源
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
50
年
と
す
る
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
国
の
財
源
が

不
透
明
で
あ
る
な
か
、
今
で
も

50
年
と
考
え
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
今
後
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
説
明
を
。

答
弁　

本
市
の
下
水
道
事
業

は
、
国
庫
補
助
金
で
あ
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
東
日
本
大
震
災
以

降
、
下
水
道
事
業
を
含
む
全
て

の
交
付
金
事
業
に
お
い
て
、
一

律
に
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
お

り
、
事
業
の
遅
れ
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
下
水
道
管
の
耐

用
年
数
が
50
年
と
言
わ
れ
て
お

り
、
事
業
計
画
が
50
年
を
超
え

る
と
新
規
の
整
備
費
と
維
持
管

理
費
が
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
の
遅
れ
は
必
要
最
小
限
に

留
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
新
た
な
財
源
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

▼
北
名
古
屋
市
土
地
取
得
特
別

会
計
条
例
の
制
定

質
問　

尾
張
土
地
開
発
公
社
で

は
な
く
、
特
別
会
計
で
先
行
取

得
す
る
理
由
は
。

答
弁　

地
方
財
政
法
等
に
基
づ

く
地
方
債
同
意
等
基
準
運
用
要

綱
に
、
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
債
を
財
源
と
す
る
土
地
取

得
は
、
特
別
会
計
で
取
得
す
る

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

質
問　

土
地
取
得
特
別
会
計
に

よ
る
先
行
取
得
と
尾
張
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
先
行
取
得
の
基

準
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
え

は
。

答
弁　

公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
債
を
財
源
と
す
る
土
地
取

得
は
特
別
会
計
で
行
う
が
、
10

年
以
内
に
工
事
に
着
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
10
年
以

内
に
工
事
に
着
手
で
き
な
い
土

地
取
得
に
つ
い
て
は
、
尾
張
土

地
開
発
公
社
で
お
願
い
す
る
。

▼
北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
問　

今
後
、
管
理
が
可
能
な

団
体
が
あ
れ
ば
、
再
度
、
指
定

管
理
に
戻
す
の
か
。

答
弁　

健
康
課
が
配
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
当
分
、
市
で
施
設

管
理
を
行
っ
て
い
く
。

▼
指
定
管
理
者
の
指
定

（
陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
）

質
問　

ど
の
よ
う
な
基
準
で
指

定
管
理
者
を
決
定
し
た
の
か
。

答
弁　

地
域
性
と
職
員
の
管
理

運
営
体
制
な
ど
の
今
ま
で
の
実

績
を
重
視
し
て
判
断
し
た
。

▼
北
名
古
屋
市
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
問　

受
益
者
負
担
金
の
滞
納

者
数
は
、
ま
た
、
そ
の
う
ち
下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
人
数
は
。

答
弁　

平
成
24
年
10
月
末
現
在

で
１
９
５
人
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
の

は
44
人
で
あ
る
。

質
問　

督
促
及
び
滞
納
処
分
に

関
す
る
規
定
を
当
初
か
ら
条
例

に
定
め
ず
に
、
今
、
条
例
を
改

正
す
る
理
由
は
。

答
弁　

納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
け
な
い
方
が
増
加
し
、

日
常
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
が

出
て
お
り
、
今
後
、
事
務
を
進

め
て
い
く

う
え
で
、

条
例
改
正

が
必
要
と

判
断
し
た

た
め
で
あ

る
。

委員会における委員会における委員会における
総 務 常 任 委 員 会：北名古屋市土地取得特別会計条例の制定
福祉教育常任委員会：北名古屋市健康ドームの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　：指定管理者の指定（陽だまりハウス）
建 設 常 任 委 員 会：北名古屋市下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例

総
務
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

陽だまりハウス
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行政視察報告行政視察報告行政視察報告
みんなで築く市民協働のまちづくりについて（鳥栖市）

　地方分権と高齢化への対応として今「まちづくりの主役は市民です」を基本理
念として市民協働に取組んでいる。人間関係や地域意識の希薄化が進んでいるな
か、行政として職員の意識改革を行い、地域活動の潤滑油として取組まれ、立ち
上げ時は自治会と二重組織であることについて地元とかなり議論をつくされたが、
市長の強い思いで実現された。積極的に一歩を踏み出し協働の形を構築されたこ
とは、本議会としても大変参考になった。

自治体クラウドシステムについて（日田市）
　日田市の自治体クラウドは、現在愛知県においても部会を立ち上げ調査研究し
ており、近い将来全国の自治体システムの時期更新時の選択肢として挙がってく
ると思われる。その意味でも今回の視察は有意義であり、最新のシステムに更新
していくことはセキュリティや事業継続など安全性に優れたシステムとして導入
していくことになるが、今回は他自治体との交渉や市独自の施策 = システムと
してカスタマイズについて折衝が行われている。現場での今の事務処理に対する
固執などが本当の障害となっていることが今回の視察で参考となった。

ひとにやさしいまちづくりプランについて（嬉野市）
　嬉野市は、観光地であることから地域振興としてバリアフリーの街づくりに取
組んでおり、まちおこしとして地域振興の重要性を再認識し、福祉施策と地域ま
ちづくりとの取組みは参考になった。自治会の意思を大事にしながら自治会の合
併により負担を軽減し、地域コミュニティへの移行を図りたいとの思いがあり、
今後の市民協働の取組みを検討する上で参考となるものであった。

総務常任委員会

10月17日　佐賀県鳥栖市
　　18日　大分県日田市
　　19日　佐賀県嬉野市

◎金﨑慶子　○堀場弘之
　渡邉紘三　　黒川サキ子
　山田金紀　　牧野孝治
　桂川将典　　渡邊幸子

八戸市教育立市プランについて（八戸市）
　八戸市教育立市プランは、複雑多様化する社会で、国や県の対応を待つのでは
なく、市が主体的に取組む指針として立ち上げた。
　学校教育と社会教育が協働して行う教育活動においては、子どもの情報の共有
や教育方針についての意見交換が活発に行われ、学校と家庭や地域の連携が進ん
でおり、本市においても大変参考となるものであった。

文化センター等施設の概要について（一関市）
　一関市の代表的な施設の概要・活動状況について調査し、各施設の運営につい
ては、NPO 法人など指定管理者制度導入により効率的な運営が図られ、活動を
行う人材を育てる方策についても取組んでいる。障害者の自立と向上を図ること
を目的とした施設「サン・アビリティーズ一関」は、健康、教養文化、スポーツ・
レクリエーション活動の場を目的として、障害者ふれあい事業などを実施してい
る。本市においてはこうした類の施設がないため、大変参考となるものであった。

遠野わらすっこプランについて（遠野市）
　遠野市では、歯止めのかからない少子化に対し、少子化対策・子育て支援総合
計画（わらすっこプラン）を策定した。行政、地域、企業、関係機関の連携・協
働により、総合的な対応をしている点は大変参考になった。また、市立の幼稚園
と保育所を同じ敷地内に建設し、それぞれの機能を生かした教育と保育を行い、
その運営は社会福祉法人が行うといった特色があり、今後の児童福祉事業につい
て参考となるものであった。

福祉教育常任委員会

10月29日　青森県八戸市
　　30日　岩手県一関市
　　31日　岩手県遠野市

◎永津正和　○阿部久邇夫
　長瀬悟康　　太田考則
　塩木寿子　　上野雅美
　山下隆義　　谷口秋信

◎委員長　○副委員長
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各常任委員会の各常任委員会の各常任委員会の
エコアイランド構想について（宮古島市）

　宮古島市は離島であるため、資源や食糧を島外に依存しており、地産地消によ
る資源循環が求められている。循環型社会の構築、環境保全の推進、産業振興を
柱とするエコアイランド宮古島宣言のもと、様々な実証実験が行われている。な
かでも太陽光発電に力を入れ、化石燃料の依存度軽減を図っている。環境、エネ
ルギー問題は喫緊の課題であり、同市の取組みは課題も多いが、現状の問題を打
開するための様々な事業展開は大変参考となるものであった。

金融・IT 国際みらい都市について（名護市）
　名護市では、他地域にない特色ある特区としてのまちづくりの推進から金融
IT 国際みらい都市構想を策定した。情報通信産業や金融業務を営む企業を対象に、
税制その他の優遇措置を講じ、新たな産業を創造しようとするものであり、企業
誘致によるまちづくりが進められている。特区制度を活用した特殊な取組みであ
るが、企業誘致活動に取組む本市においても大変参考となるものであった。

牧志・安里地区市街地再開発事業について（那覇市）
　大雨のたびに氾濫する安里川、老朽化した木造住宅の密集等の課題を改善すべ
く牧志・安里地区市街地再開発事業が施行された。地区の地権者により、牧志・
安里地区市街地再開発組合が設立され、再開発事業の施行者となり、組合により
施行された。組合と行政が協定を締結し、用地取得から設計・工事までを組合が
担ったことで複雑な調整を要する面整備を短期間で達成した。特定業務代行制度
を導入することで、民間事業者の人材や知見を活用し、事業リスクの回避が図ら
れたことは大変参考となるものであった。

建設常任委員会

11月６日　沖縄県宮古島市
　　７日　沖縄県名護市
　　８日　沖縄県那覇市

◎大野　厚　○松田　功
　平野弘康　　沢田　哲
　神田　薫　　大原久直
　猶木義郎　　伊藤大輔

【お問い合わせ先】
☎（０５６８）２２－１１１１

議会事務局　内線３４１３

市議会を傍聴してみませんか 会議録検索システムをご利用ください
　本会議、常任委員会、特別委員会は、
一般に公開されており、傍聴することが
できます。
　皆さんの生活に直結した重要な事項等
が審議されています。
　ぜひ、傍聴してください。
　傍聴の手続き、会議の日程等、詳しく
は議会事務局までお問い合わせください。

　北名古屋市議会では、会議録検索シス
テムを導入しています。
　このシステムにより、本会議等の会議
録をインターネット上でご覧いただくこ
とができます。
　ぜひ、ご利用ください。

市のホームページアドレス
http://www.city.kitanagoya.lg.jp

…市議会からのお知らせ……市議会からのお知らせ…



個
　
人
　
質
　
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
!
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質
問

　

本
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
２
施

設
は
、
昭
和
44
年
と
45
年
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が

著
し
い
。
衛
生
管
理
上
の
指
導

も
強
化
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の

児
童
・
生
徒
及
び
保
育
園
児
へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
や
、

増
加
が
見
込
ま
れ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
給
食
な
ど
、
施
設
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
学
校

給
食
は
、
将
来
あ
る
児
童
・
生

徒
の
食
へ
の
関
心
と
保
護
者
を

含
め
た
地
域
の
食
に
関
す
る
食

育
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
新
た
な
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
当

局
の
考
え
は
。

答
弁
（
市
長
）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
２
施
設
は
、

築
後
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

現
状
を
維
持
し
た
運
営
を
続
け

る
に
は
、
大
規
模
な
改
修
の
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
検
討
を
続
け
て
い
る
。
現

在
、
用
地
確
保
に
向
け
た
協
議

を
進
め
る
一
方
、
施
設
に
つ
い

て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

再
質
問

　

用
地
取
得
に
あ
た
り
、
土
壌

調
査
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

再
答
弁
（
市
長
）

　

地
権
者
の
責
任
に
お
い
て
、

安
全
な
環
境
が
整
備
さ
れ
た
後
、

公
有
地
と
し
て
取
得
で
き
る
条

件
整
備
を
図
り
た
い
。

再
々
質
問

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

再
々
答
弁
（
市
長
）

　

保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
給
食
セ
ン

タ
ー
で
対
応
で
き
る
か
見
定
め
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

質
問

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
も

問
題
解
決
に
向
け
、
温
暖
化
防

止
に
取
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一

つ
が
太
陽
光
発
電
で
あ
る
。
国

土
交
通
省
と
文
部
科
学
省
は
、

学
校
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
発
電
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
等

し
く
す
る
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

「
光
熱
費
ゼ
ロ
校
舎
」
を
全
国

で
進
め
て
い
く
方
針
を
決
定
し

た
。
平
成
23
年
４
月
ま
で
に
全

国
約
４
，
５
０
０
校
に
太
陽
光

発
電
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
残
す

た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
積
極

的
に
取
組
む
考
え
は
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　

光
熱
費
ゼ
ロ
校
舎
に
お
け
る

取
組
み
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
減
ら
す
省
エ
ネ
と
太
陽
光

発
電
等
の
創
エ
ネ
の
技
術
を
組

み
合
わ
せ
、
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
ゼ
ロ
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
有
意
義
な
事
業
で
あ
る

が
、
様
々
な
環
境
技
術
を
組
み

合
わ
せ
、
高
効
率
な
設
備
の
導

入
が
必
要
と
な
り
、
建
設
費
が

割
高
に
な
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
当
面
、
老
朽
化
施
設
の
修

繕
に
と
ど
め
、
将
来
、
大
規
模

な
改
修
を
行
う
な
か
で
導
入
を

検
討
し
た
い
。

再
質
問

　

通
常
の
施
設
整
備
に
比
べ
割

高
と
な
る
が
、
国
の
補
助
制
度

や
電
力
の
固
定
買
い
取
り
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
概
ね
10
年
程

度
で
回
収
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
将
来
、
大
規
模

な
改
修
を
行
う
な
か
で
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
整
備
計
画
を
考
え
て
い
る
の

か
。

再
答
弁
（
教
育
部
長
）

　

学
校
改
修
整
備
計
画
の
中
で
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

学
校
の
耐
震
工
事
を
終
え
、
遅

れ
て
い
る
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
ト
イ

レ
等
の
改
修
な
ど
、
山
積
み
の

状
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
政
ク
ラ
ブ

黒
川
サ
キ
子

14
名　

市
政
を
問
う

（
要
旨
）

個
人
質
問

個
人
質
問

学
校
施
設
に
お
け
る
光
熱
費

ゼ
ロ
校
舎
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

平
野　

弘
康

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に

つ
い
て

・
学
校
施
設
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
つ
い
て

・
学
校
の
屋
根
貸
し
に
つ
い
て
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質
問

　

国
が
新
た
に
策
定
し
た
「
が

ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に
は
、

が
ん
教
育
の
推
進
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
が

ん
の
正
し
い
知
識
を
教
え
る
取

組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
東

京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
中

川
准
教
授
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
生
き
る
の
教
室
」
は
、

中
学
校
を
訪
問
し
、
病
気
の
予

防
、
治
療
に
関
す
る
学
習
を
通

じ
て
生
命
の
大
切
さ
を
教
え
、

生
き
る
力
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
す
る
も
の
で
、
好
評
と
な
っ

て
い
る
。
名
古
屋
市
に
お
い
て

も
小
中
学
校
を
対
象
に
、
独
自

の
補
助
教
材
と
指
導
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
る
が
ん
教
育
に
取
組
む

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
対
が
ん
協
会
で
は
、
が
ん

教
育
用
の
映
像
教
材
を
制
作
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
出
向

い
て
「
が
ん
の
出
前
授
業
」
を

実
施
す
る
計
画
も
な
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
今
後
の
が

ん
教
育
に
つ
い
て
、
当
局
の
考

え
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

本
市
で
は
、
中
学
３
年
生
、

小
学
６
年
生
に
お
い
て
、
生
活

習
慣
や
喫
煙
等
と
の
関
連
か
ら

が
ん
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て

い
る
が
、
が
ん
を
中
心
に
据
え

た
教
育
は
行
っ
て
い
な
い
。
厚

生
労
働
省
の
策
定
し
た
「
が
ん

対
策
推
進
基
本
計
画
」
は
、
平

成
24
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
、
本
計
画
に
お
い
て
初
め

て
、
が
ん
に
特
化
し
た
が
ん
教

育
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
今
年
度
に
お
い
て
、

中
学
３
年
生
を
対
象
に
日
本
対

が
ん
協
会
制
作
に
よ
る
映
像
教

材
を
活
用
し
た
授
業
を
試
行
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
へ
の
啓
発

の
た
め
、
中
学
３
年
生
全
員
に
、

授
業
で
使
用
し
た
映
像
教
材
を

配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
が
ん

を
知
り
、
が
ん
と
向
き
合
い
、

が
ん
に
負
け
な
い
市
民
の
育
成

を
目
指
し
、
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
問

　

自
主
財
源
の
確
保
、
ま
た
、

福
祉
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
要

求
実
現
を
め
ざ
し
、
次
の
５
点

に
対
す
る
当
局
の
考
え
は
。

①
原
発
即
時
ゼ
ロ
、
消
費
税
値

上
げ
撤
回
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

な
ど
、
国
民
・
市
民
の
声
を
活

か
し
た
政
治
に
対
す
る
考
え
は
。

②
自
治
体
や
加
入
者
に
国
保
財

政
の
負
担
増
を
強
い
る
の
で
は

な
く
、
国
の
責
任
で
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
役
割
を
果
た
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見

解
は
。

③
本
市
の
独
自
性
を
発
揮
し
、

他
の
模
範
と
な
る
子
育
て
支
援

策
を
実
施
す
る
考
え
は
。

④
福
祉
施
策
の
継
続
及
び
独
自

の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
・
拡

充
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⑤
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
局
の
考
え
は
。

答
弁
（
副
市
長
）

　

①
国
政
に
関
す
る
事
項
で
あ

り
、
コ
メ
ン
ト
は
控
え
た
い
。

②
市
民
に
直
接
か
か
わ
り
の
あ

る
問
題
で
あ
る
。
市
長
会
等
を

通
じ
て
国
に
呼
び
掛
け
、
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

③
医
療
機
関
へ
の
病
児
保
育
事

業
や
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

に
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ

い
て
も
、
施
設
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

④
生
活
保
護
の
適
正
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
等

の
各
種
事
業
を
有
効
・
適
切
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
保

険
料
の
抑
制
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
独
自
の
事
業
に

つ
い
て
も
、
保
険
者
と
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
制
度
の
運
営

に
努
め
る
。

⑤
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
は
、
行
政
機
関
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
性
化
し
、
助
け
合
い
、

支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

再
質
問

　

福
祉
制
度
削
減
の
流
れ
が
あ

る
。
規
制
緩
和
や
特
区
制
度
で

は
な
く
、
憲
法
を
暮
ら
し
の
中

に
生
か
す
自
治
体
づ
く
り
、
原

則
か
ら
ぶ
れ
な
い
市
政
運
営
の

努
力
が
必
要
と
考
え
る
。
当
局

の
見
解
は
。

再
答
弁
（
副
市
長
）

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た

予
算
編
成
に
最
善
を
尽
く
す
。

公
明
党

金
﨑　

慶
子

が
ん
教
育
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
の

予
算
編
成
に
向
け
て

日
本
共
産
党渡邉　

紘
三

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
た
住

民
票
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
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質
問

　

年
末
年
始
は
、
人
の
動
き
が

慌
た
だ
し
く
、
思
い
が
け
な
い

犯
罪
に
遭
い
や
す
い
時
期
で
あ

る
。
コ
ン
ビ
ニ
等
を
狙
っ
た
強

盗
事
件
や
、
ひ
っ
た
く
り
等
の

街
頭
犯
罪
の
ほ
か
、
子
ど
も
・

女
性
・
高
齢
者
が
被
害
者
と
な

る
事
件
等
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
。
本
市
で
は
、
警
察
、
地
域

防
犯
協
会
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
関
係
機
関
・
団
体
に
よ

る
地
域
安
全
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
警
察
の
防
犯
活
動
に
加

え
、
市
や
警
察
と
連
携
し
た
市

民
に
よ
る
地
域
自
主
防
犯
活
動

に
よ
り
、
市
内
の
刑
法
犯
発
生

件
数
は
、
昨
年
と
比
較
す
る
と

減
少
傾
向
に
あ
る
。
犯
罪
を
減

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
警
察

や
自
治
体
の
力
だ
け
で
な
く
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
犯
罪
防
止

に
関
心
を
持
ち
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
深
め
、
夜
間
の
門
灯

一
斉
点
灯
等
に
協
力
い
た
だ
く

な
ど
、
市
民
協
働
に
よ
り
安

全
・
安
心
な
ま
ち
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
民
協

働
と
い
う
手
法
を
も
ち
い
た
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
当
局
の

考
え
は
。

答
弁
（
市
民
活
動
推
進
課
長
）

　

近
年
、
犯
罪
の
低
年
齢
化
、

悪
質
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

犯
罪
防
止
は
、
年
末
年
始
に
限

ら
ず
普
段
か
ら
の
活
動
が
重
要

で
あ
る
。
防
犯
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
団
体
等
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加
え
、
平

成
24
年
10
月
に
は
、
市
民
活
動

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
名
古
屋
芸

術
大
学
の
学
生
を
中
心
と
す
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

が
深
夜
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
お
り
、
刑
法
犯
が
減

少
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
よ
る
効
果
が
大
き
い

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。
ま

た
、
防
犯
活
動
に
限
ら
ず
、
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し

た
活
動
を
支
援
し
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
北
名
古
屋
市

と
な
る
よ
う
、
市
民
と
協
働
で

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

①
本
市
は
、
都
市
近
郊
と
い

う
地
理
的
条
件
の
も
と
、
宅
地

化
が
進
み
、
農
地
が
減
少
し
て

き
て
い
る
。
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
に
は
、
集
落
段
階
に
お

け
る
農
業
の
将
来
展
望
と
そ
れ

を
担
う
経
営
体
を
明
確
に
す
る

た
め
、
徹
底
し
た
話
し
合
い
を

推
進
す
る
旨
、
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
各
種
施
策
が

進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
す
る

が
、
当
局
の
考
え
は
。

②
以
前
、
一
般
質
問
を
し
た
水

田
周
辺
の
草
刈
り
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
改
善
が
み
ら
れ
な
い
。

農
業
協
同
組
合
に
全
面
的
に
ま

か
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
実
行
組
合
と
も
話
し
合
い
、

受
委
託
の
内
容
を
理
解
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
弁
（
建
設
部
次
長
兼
企
業
対

策
課
長
）

　

①
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
に
よ
り
、
離
農
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
農
業

委
員
会
、
農
業
協
同
組
合
、
実

行
組
合
等
と
、
農
業
の
担
い
手

や
共
同
作
業
化
に
関
す
る
話
し

合
い
に
努
め
、
連
携
強
化
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
市
内
の
企
業

に
お
い
て
、
農
業
生
産
法
人
の

取
得
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
。

農
業
経
営
体
と
し
て
、
地
産
地

消
の
促
進
や
新
た
な
雇
用
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
へ
の
展
開
等

が
期
待
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
事

業
に
つ
い
て
は
、
側
面
的
な
支

援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
農
業
協
同
組
合
へ
の
水
田
管

理
の
全
面
委
託
に
は
、
草
刈
り

や
側
溝
の
泥
上
げ
等
の
作
業
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
行
組
合

を
中
心
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

作
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
場
合

の
実
行
組
合
へ
の
新
た
な
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

再
質
問

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

非
常
に
厳
し
い
。
農
業
施
策
に

関
す
る
取
組
み
方
針
は
。

再
答
弁
（
建
設
部
次
長
兼
企
業

対
策
課
長
）

　

農
業
協
同
組
合
や
実
行
組
合

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

施
す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
研

究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

年
末
年
始
に
向
け
て
の
今
後
の

防
犯
対
策
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

松
田　
　

功

北
名
古
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
「
農
業
」
に
つ
い
て

　

市
政
ク
ラ
ブ

永
津　

正
和
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質
問

　

協
働
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
市

民
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

協
働
す
る
団
体
等
を
育
成
す
る

活
動
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
市
民
協

働
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
提

案
す
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
公
益

団
体
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

育
成
や
団
体
間
の
交
流
に
力
を

入
れ
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て

市
民
公
益
活
動
に
関
す
る
情
報

の
収
集
や
提
供
、
交
流
の
支
援
、

活
動
の
相
談
等
を
行
う
。
セ
ン

タ
ー
の
施
設
・
設
備
は
市
が
負

担
、
管
理
運
営
は
市
民
団
体
が

運
営
協
議
会
を
組
織
し
て
行
う

の
が
理
想
で
あ
る
。
新
た
な
施

設
を
建
設
す
る
必
要
は
な
く
、

施
設
の
統
廃
合
に
よ
り
不
用
と

な
る
施
設
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
市
民
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
公
益
市
民
団
体
の
活
動

を
支
援
す
る
場
の
整
備
に
つ
い

て
考
え
は
。

答
弁
（
市
民
活
動
推
進
課
長
）

　

本
年
7
月
に
市
民
活
動
団
体

登
録
制
度
が
始
ま
り
、
11
月
現

在
で
10
団
体
が
登
録
し
て
い
る
。

活
動
拠
点
の
持
つ
効
果
と
し
て

団
体
間
の
交
流
な
ど
新
た
な
市

民
協
働
が
生
ま
れ
る
と
い
う
相

乗
効
果
が
あ
る
が
、
登
録
団
体

が
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
市
民
活

動
ス
ペ
ー
ス
が
市
役
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
休

日
に
利
用
の
制
約
が
あ
る
こ
と
、

手
狭
で
複
数
の
団
体
が
同
時
に

利
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
団
体

間
の
交
流
に
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
新
た
な
施
設
の

建
設
は
財
政
的
に
困
難
な
状
況

で
あ
る
た
め
、
既
存
の
施
設
の

有
効
活
用
を
、
他
の
自
治
体
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

さ
き
の
通
常
国
会
で
子
ど
も

子
育
て
関
連
３
法
が
成
立
し
た

が
、
こ
れ
は
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

制
度
運
用
に
あ
た
っ
て
は
自
治

体
が
重
要
な
役
目
を
担
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
早
け
れ
ば
平

成
27
年
度
施
行
と
な
る
こ
と
か

ら
次
の
と
お
り
問
う
。
①
子
育

て
に
関
す
る
要
望
が
よ
り
一
層

反
映
で
き
る
よ
う
地
方
版
子
ど

も
子
育
て
会
議
の
設
置
は
。
②

事
業
計
画
を
平
成
26
年
度
半
ば

ま
で
に
策
定
す
る
た
め
、
平
成

25
年
度
予
算
に
お
い
て
要
望
調

査
の
た
め
の
経
費
の
計
上
は
。

③
新
制
度
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、

膨
大
な
準
備
が
必
要
と
な
る
。

準
備
組
織
の
立
ち
上
げ
は
。
ま

た
、
利
用
者
支
援
と
し
て
、
子

育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
、
情
報
提
供
、
相
談
受
付
等

の
取
組
み
は
。

答
弁
（
福
祉
部
次
長
兼
児
童
課
長
）

　

①
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
設

置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
向

性
が
整
い
次
第
、
既
存
の
協
議

会
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
設
置

に
向
け
検
討
す
る
。

②
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画

が
平
成
26
年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
来
年
度
、
市
民
の

要
望
調
査
を
考
え
て
い
る
。

③
準
備
組
織
に
つ
い
て
は
国
の

基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
か
ら
必

要
が
あ
れ
ば
立
ち
上
げ
る
。
利

用
者
支
援
と
し
て
は
現
在
４
か

所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

10
か
所
の
児
童
館
で
対
応
し
て

い
る
が
、
制
度
の
移
行
時
に
は

他
の
関
係
施
設
と
も
連
携
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

再
質
問

　

子
ど
も
子
育
て
会
議
に
つ
い

て
は
、
早
期
の
議
論
が
重
要
で

あ
る
。
来
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
の
検
討
か
。

再
答
弁
（
福
祉
部
次
長
兼
児
童

課
長
）

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施

行
の
時
期
が
確
定
し
次
第
早
急

に
設
置
し
、
準
備
を
進
め
る
。

再
々
質
問

　

会
議
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

再
々
答
弁
（
福
祉
部
次
長
兼
児

童
課
長
）

　

現
在
の
次
世
代
育
成
支
援
対

策
協
議
会
と
同
様
な
形
で
構
成

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
公
募
を
と

思
っ
て
い
る
。

「
市
民
協
働
」
の拠

点
整
備
を

　

市
政
ク
ラ
ブ

阿
部
久
邇
夫

子
ど
も
子
育
て
関
連
３
法
の

具
体
化
に
つ
い
て

公
明
党

塩
木　

寿
子

そ
の
他
の
質
問

・
法
曹
資
格
者
の
市
職
員
採
用

を
・
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
た
め

に
新
た
な
施
策
を

そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
自
殺
予
防
対
策
に

つ
い
て



個
　
人
　
質
　
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
!

平成25年２月１日（34号）
14北名古屋市議会だより

質
問

　

脱
原
発
首
長
会
議
は
、
福
島

原
発
の
事
故
を
振
り
返
り
、
二

度
と
市
民
に
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
被
害
を
受
け
さ
せ
な
い
と
の

思
い
か
ら
結
成
さ
れ
、
現
在
70

名
を
突
破
し
て
い
る
。
原
発
か

ら
出
る
放
射
性
廃
棄
物
は
、
現

在
の
科
学
で
は
無
害
に
で
き
な

い
。
東
海
地
区
に
は
現
在
停
止

し
て
い
る
浜
岡
原
発
が
あ
り
、

福
井
県
の
原
発
は
、
一
旦
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
、
そ
の
放
射

能
は
偏
西
風
と
伊
吹
お
ろ
し
に

乗
り
、
確
実
に
市
内
に
も
飛
ん

で
く
る
。
今
年
3
月
の
美
浜
地

区
で
行
わ
れ
た
風
船
飛
ば
し
調

査
は
北
名
古
屋
市
に
も
到
着
し

て
い
る
。
脱
原
発
首
長
会
議
へ

の
参
加
を
決
意
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

答
弁
（
市
長
）

　

原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
、

原
発
に
か
わ
る
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
政

府
に
お
い
て
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
本
格
的
な
開
発
に
期
待
し
、

節
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
の

啓
発
が
重
要
で
あ
り
、
当
面
首

長
会
議
に
参
加
す
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問

　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
は
確
実
だ
と
思
う
。
8

万
人
市
民
の
首
長
と
し
て
、
近

隣
の
市
長
と
も
相
談
し
て
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
が
市
長
の

考
え
は
。

再
答
弁
（
市
長
）

　

原
発
に
対
す
る
、
放
射
能
汚

染
に
対
し
て
は
、
大
変
危
惧
し

て
い
る
。
県
の
市
長
会
で
意
見

を
お
互
い
に
交
換
し
な
が
ら
、

脱
原
発
に
対
す
る
取
組
み
と
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
に
つ
い

て
留
意
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

近
年
、
多
く
の
自
治
体
で
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
加
え
、
日

常
業
務
に
関
す
る
こ
と
ま
で
幅

広
く
定
義
し
、
条
例
の
制
定
や

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確

立
の
た
め
の
行
動
指
針
を
定
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
す
る
な
ど
、
市
政
運
営

の
透
明
性
、
健
全
性
を
確
保
し

市
民
の
方
か
ら
信
頼
を
得
る
取

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
地
域
主

権
改
革
が
進
み
基
礎
自
治
体
と

し
て
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
状
況
の
中
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
し
っ
か
り
と

し
た
取
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。
取
組
み
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
弁
（
総
務
部
次
長
兼
人
事
秘

書
課
長
）

　

本
市
で
も
公
務
員
倫
理
に
関

す
る
研
修
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
徹
底
し
、
他
団
体
の
事
例

を
引
用
し
な
が
ら
綱
紀
粛
正
を

図
る
な
ど
の
取
組
み
を
し
て
い

る
。
行
政
が
市
民
の
信
頼
を
得

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
や

る
べ
き
こ
と
を
当
た
り
前
に
や

る
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
行
動
を
縛
る
の
で
な
く
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
職
員
の
一

般
教
養
の
一
つ
に
な
る
よ
う
、

一
層
の
啓
発
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

再
質
問

　

臨
時
職
員
、
公
共
施
設
の
指

定
管
理
先
で
働
い
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
は
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
研
修
と
Ｃ
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
の
研
修
と
相
互
に
取

組
み
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、

そ
の
考
え
は
。

再
答
弁
（
総
務
部
次
長
兼
人
事

秘
書
課
長
）

　

全
て
の
非
常
勤
職
員
を
対
象

に
研
修
を
実
施
、
指
定
管
理
者

の
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
研
修

は
で
き
な
い
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
通
じ
た
顧
客
満
足
と
い

う
観
点
か
ら
市
民
の
声
が
指
定

管
理
者
に
届
く
よ
う
に
気
を
つ

け
て
い
る
。
ま
た
、
各
職
域
に

Ｃ
Ｓ
向
上
委
員
を
置
き
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
窓
口
対
応
に

か
か
わ
る
課
題
な
ど
を
共
有
す

る
目
的
で
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を

毎
月
発
行
し
啓
発
を
続
け
て
い

る
。

市
長
に
脱
原
発
首
長
会
議
へ
の

参
加
を
求
め
る

日
本
共
産
党大原　

久
直

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野　

雅
美

そ
の
他
の
質
問

・
要
介
護
者
に
障
害
者
控
除

認
定
書
の
送
付
に
つ
い
て
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質
問

　

現
在
の
社
会
環
境
で
は
、
核

家
族
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど
も

が
自
然
と
生
活
の
知
恵
を
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度

安
全
教
育
の
取
組
み
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。
全
て
の
小
中

学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
に
対

し
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
・

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

防
犯
マ
ッ
プ
の
存
在
を
確
認
・

認
識
さ
せ
る
指
導
を
、
さ
ら
に

地
域
関
係
者
、
防
犯
グ
ル
ー
プ
、

父
兄
等
と
一
緒
に
再
認
識
す
る

催
し
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

　

学
校
で
の
安
全
教
育
と
し
て

は
、
各
学
校
が
学
校
安
全
計
画

を
作
成
し
、
不
審
者
対
策
や
非

常
時
の
場
合
の
対
応
方
法
等
を

指
導
し
て
い
る
。
今
後
も
、
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
、
安
全
マ

ッ
プ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
存
在
を
再
度
確

認
し
、
安
全
対
策
の
指
導
強
化

の
点
か
ら
関
係
者
と
の
連
携
を

深
め
て
い
く
。

再
質
問

　

第
５
次
実
施
計
画
の
北
名
古

屋
市
市
民
協
働
に
よ
る
学
び
支

援
推
進
事
業
の
中
で
、
学
校
運

営
協
議
会
推
進
委
員
会
を
師
勝

東
、
南
、
五
条
小
学
校
の
３
校

に
お
い
て
２
年
間
の
試
験
導
入

を
さ
れ
、
順
次
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
委
員
に
は
、
保
護
者
や
地

域
の
住
民
な
ど
が
学
校
運
営
の

方
針
な
ど
に
も
意
見
を
出
し
進

め
て
い
る
が
、
推
進
委
員
の
活

用
で
安
全
対
策
に
も
十
分
協
働

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

再
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

　

学
校
運
営
協
議
会
推
進
委
員

会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を

育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
組
織
づ
く
り
、
具
体
的
な
事

業
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

る
が
、
従
前
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
方
々
等
の
意
見
を
踏
ま
え

推
進
委
員
会
で
議
論
し
、
対

応
・
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
学
校
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
の
安
全

確
保
が
よ
り
充
実
・
強
化
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

公
共
施
設
、
病
院
の
周
辺
や
、

通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
多

く
が
道
幅
が
狭
い
道
路
、
生
活

道
路
で
あ
り
、
一
定
区
間
で
指

定
さ
れ
た
通
学
路
を
含
む
地
域

（
ゾ
ー
ン
）
の
安
全
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
警
察
庁
の
ゾ
ー
ン
30

の
推
進
の
考
え
は
、
歩
行
者
の

通
行
が
最
優
先
さ
れ
、
通
過
交

通
が
可
能
な
限
り
抑
制
さ
れ
る

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
住

民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
地
区
を

ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
、
ゾ
ー
ン

内
は
、
最
高
速
度
30
キ
ロ
の
区

域
規
制
の
実
施
を
前
提
と
し
、

そ
の
他
の
対
策
に
つ
い
て
は
実

現
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
ゾ
ー
ン
30
推
進

へ
の
考
え
方
、
取
組
み
は
。

答
弁
（
防
災
交
通
課
長
）

　

地
域
の
皆
様
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
効
果
的
か
つ
積
極
的
に

取
組
み
、
市
街
地
等
の
住
宅
地

を
今
ま
で
以
上
に
人
優
先
の
安

全
・
安
心
な
道
路
交
通
環
境
へ

と
改
善
す
る
た
め
に
、
西
枇
杷

島
警
察
署
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。

再
質
問

　

標
識
を
中
心
に
ゾ
ー
ン
を
決

め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
路

面
表
示
の
方
が
効
果
は
大
き
い

と
思
う
。
危
険
個
所
を
共
有
し

た
上
で
、
ど
こ
に
効
果
的
に
路

面
標
示
を
行
っ
て
い
く
か
を
検

討
し
て
は
。
路
面
標
示
に
対
す

る
考
え
は
。

再
答
弁
（
防
災
交
通
課
長
）

　

ゾ
ー
ン
30
導
入
に
あ
た
り
、

路
面
標
示
は
、
警
察
、
建
設
部

と
十
分
調
整
を
行
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

こ
こ
が
ゾ
ー
ン
30
で
あ
る
と

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
積
極

的
に
周
知
す
る
考
え
は
。

再
々
答
弁
（
防
災
交
通
課
長
）

　

周
知
の
必
要
性
は
十
分
感
じ

て
い
る
。
西
枇
杷
島
警
察
署
と

と
も
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

市
政
ク
ラ
ブ

渡
邊　

幸
子

学
校
で
の
児
童
、
生
徒
の

安
全
教
育
の
統
一
に
つ
い
て

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
推
進に

つ
い
て

　

公
明
党

猶
木　

義
郎
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質
問

　

本
市
の
公
共
施
設
を
含
め
、

建
物
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

比
べ
て
、
駐
車
場
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
は
ま
だ
ま
だ
普
及
し

て
い
な
い
と
現
状
確
認
調
査
で

強
く
感
じ
て
い
る
。
犯
罪
抑
止

と
地
域
の
防
犯
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
集
合
住

宅
の
駐
車
場
や
貸
し
駐
車
場
を

対
象
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
普

及
、
啓
発
、
施
策
の
提
案
を
す

る
。
対
象
と
な
る
駐
車
場
、
対

象
者
、
事
業
な
ど
を
定
め
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
普
及
を
促
す
た
め

の
取
組
み
、
補
助
制
度
の
研
究

の
考
え
は
。
ま
た
、
市
と
し
て

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
案
を
持
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
防
災
交
通
課
長
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る

犯
罪
防
止
へ
の
有
用
性
は
十
分

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
抵
触
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
愛
知
県
に
お
い
て

も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
市
民
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
普
及
・
啓
発
を
推
進

し
て
い
く
。
犯
罪
件
数
と
し
て

は
少
数
だ
が
、
市
民
の
生
命
・

身
体
を
保
護
法
益
と
す
る
犯
罪

の
抑
止
が
よ
り
重
要
で
あ
り
、

公
共
性
の
高
い
空
間
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
優
先
的
に
進

め
て
い
く
。
現
在
の
と
こ
ろ
集

合
住
宅
の
駐
車
場
、
貸
し
駐
車

場
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
は
考

え
て
い
な
い
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

　

補
助
金
の
見
直
し
と
な
る
と
、

一
律
の
削
減
に
な
り
が
ち
だ
が
、

単
に
削
減
を
す
る
の
で
は
な
く
、

団
体
の
自
立
促
進
や
補
助
金
の

有
効
活
用
な
ど
の
観
点
か
ら
、

継
続
性
の
あ
る
審
査
・
見
直
し

体
制
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
検
証
の
プ
ロ

セ
ス
と
結
果
が
広
く
市
民
に
公

開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民

協
働
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

も
、
補
助
金
の
透
明
性
・
公
益

性
・
公
平
性
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
現
在
の
補
助
金

交
付
の
課
題
を
踏
ま
え
、
当
局

の
考
え
は
。

答
弁
（
経
営
企
画
課
長
）

　

補
助
金
の
既
得
権
益
化
を
防

ぐ
等
補
助
金
を
取
り
ま
く
現
状

の
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、
従

来
の
団
体
補
助
か
ら
提
案
型
の

事
業
補
助
へ
切
り
か
え
る
と
と

も
に
、
公
共
性
の
高
い
事
業
を

行
う
団
体
に
対
し
て
は
、
立
ち

上
げ
段
階
に
手
厚
い
補
助
を
実

施
し
、
自
立
し
た
団
体
に
は
補

助
を
縮
小
す
る
な
ど
、
め
り
張

り
を
つ
け
た
補
助
金
の
配
分
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
現
代
社
会
に

お
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な

か
で
市
民
や
団
体
、
事
業
者
と

の
協
働
に
よ
っ
て
公
共
を
実
現

す
る
と
い
う
新
し
い
公
共
の
構

築
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

市
民
、
地
域
の
力
を
有
効
に
活

か
し
て
い
く
た
め
、
補
助
金
の

適
正
な
配
分
に
努
め
て
い
き
た

い
。

再
質
問

　

ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
制

度
の
み
を
新
し
い
制
度
に
変
更

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、

補
助
金
制
度
全
体
を
見
直
し
て

い
く
作
業
が
今
必
要
で
は
な
い

か
。

再
答
弁
（
経
営
企
画
課
長
）

　

補
助
金
の
額
及
び
内
容
が
本

来
の
目
的
に
あ
っ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
も
そ
も
補
助
金
が
必

要
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
を

客
観
的
に
評
価
で
き
る
仕
組
み

や
基
準
を
研
究
し
た
う
え
で
全

体
的
な
見
直
し
を
し
て
い
き
た

い
。

防
犯
カ
メ
ラ
普
及
に
つ
い
て

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
新
寄
附
税
制
の
積
極
的
な

周
知
を

・
新
寄
附
税
制「
4
号
指
定

条
例
」
の
制
定
を

・
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
積
極
的

な
周
知
を

　

無
会
派

谷
口　

秋
信

　

無
会
派

伊
藤　

大
輔
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第2回議会報告会を
開催します

　議会改革の一環として、北名古屋市議会で
は「より開かれた議会」を目指し、昨年10月
に引き続き第2回議会報告会を開催します。

　この報告会では、議会の審議や全員協議会の
協議内容について、市議会議員が直接、市民
の皆さんに説明・報告を行います。ぜひ、ご
参加ください。

と　き　平成２５年４月２０日（土）
　　　　午後１時３０分～
ところ　北名古屋市総合体育館 市民ホール

※駐車台数に限りがあります。お乗
りあわせのうえ、ご来場ください。

第2回議会報告会を
開催します
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議
会
活
動
報
告

11
月
6
日　

建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
　
　
（
～
８
日
）

　
　

7
日　

大
阪
府
く
す
の
き
広
域
連
合

視
察
来
庁

　
　
13
日　

広
島
県
広
島
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

16
日　

岩
手
県
奥
州
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

18
日　

消
防
団
観
閲
式

　
　
　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

　
　

21
日　

西
春
日
井
市
町
議
長
会

　
　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

　
　　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　

27
日　

宮
城
県
仙
台
市
議
会
視
察
来
庁

　
　
29
日　

北
海
道
沼
田
町
議
会
視
察
来
庁

12
月
3
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

本
会
議

　
　
13
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
等

検
討
特
別
委
員
会
協
議
会

　
　
14
日　

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　
17
日　

建
設
常
任
委
員
会

　

　
18
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

21
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

12
月
26
日　

北
名
古
屋
水
道
企
業
団
議
会

臨
時
会

　
　

27
日　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

 

議
会
臨
時
会

 

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会

臨
時
会

　
　

28
日　

消
防
団
年
末
夜
警
激
励
会

1
月
10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

政
務
活
動
費
使
途
基
準
指
針

作
成
検
討
部
会

　
　
11
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

13
日　

西
春
日
井
二
市
一
町
合
同

 
消
防
出
初
式

　
　

16
日　

本
会
議
（
臨
時
会
）

　
　
　
　
　

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　

建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

　
　
28
日　

二
組
合
議
事
運
営
会
議

　
　
29
日　

新
潟
県
妙
高
市
議
会
視
察
来
庁

　
　

30
日　

神
奈
川
県
綾
瀬
市
議
会
視
察

来
庁

市のホームページからも議会だよりが閲覧できます。　http://www.city.kitanagoya.lg.jp

再生紙を使用しています。
大気汚染防止のためソイインク（大豆油インク）を使用しています。

平成25年度　市議会モニターを募集します
～あなたも市議会モニターとして活動しませんか～

　効率的な議会運営をめざすため、市議会に対し意見、提案等を提供していただく市議会モニター
を募集します。あなたの意見等を市議会にいかしてみませんか。ぜひ、ご応募ください。

応募資格　満18歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方。
ただし、公職者及び公務員は、応募できません。

募集人員　若干名

職　　務　・本会議、常任委員会、特別委員会を傍聴し、議会運営の見聞を広めること。
・議会運営についての意見、提案等を文書により提出すること。
・議会が行うアンケート調査等に回答すること。
・モニター会議に出席し、意見交換を行うこと。

任　　期　委嘱の日から平成26年３月31日まで

謝　　礼　予算の範囲内で支給します。

応募方法　所定の応募用紙（議会事務局にあります）に必要事項を記入し、平成25年
２月28日（木）までに議会事務局（東庁舎）へ提出してください。

選考方法　地域、職業、年齢等を考慮し、特に市議会モニター活動に意欲的かつ適任
であると判断した方を議長が選任します。


